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特
集 

同
窓
会
シ
ス
テ
ム
の
運
用
開
始 

平
成
27
年
度
よ
り
、
同
窓
会
シ
ス
テ
ム
の
本
格
導
入
が

決
定
し
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
情
報
の
修
正
、

閲
覧
が
で
き
ま
す
。
携
帯
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
の
閲

覧
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。 

詳
し
い
内
容
は
本
誌
４
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

蘇
遙
会
会
則
を 改

正  

 

末
續 

譽 

氏
（
す
え
つ
ぐ 

ほ

ま
れ
・
熊
本
工
業
専
門
学
校
土
木
工

学
科 

昭
和
20
年
卒)

が
、
平
成
27

年
秋
の
叙
勲
で
瑞
宝
双
光
章
を
受
章

(

平
成
27
年
11
月
3
日
付)

さ
れ
ま

し
た
。 

瑞
宝
章
は
公
務
や
公
共
の
業
務

に
長
年
従
事
し
た
功
労
者
を
対
象

と
し
て
お
り
、
末
續
氏
は
日
本
国

有
鉄
道
大
阪
工
事
局
岡
山
工
事
事
務

所
次
長
と
し
て
鉄
道
業
務
に
つ
い
て

の
功
労
を
章
さ
れ
ま
し
た
。 

 

   

熊
本
大
学
土
木
系
学
科
は
、
明
治

30
年
の
第
五
高
等
学
校
工
学
校
創
設

以
来
、
百
十
余
年
の
伝
統
を
誇
り
、

平
成
26
年
度
ま
で
に
の
べ
６
６
０
０

人
以
上
の
卒
・
修
了
生
を
輩
出
し
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
蘇
遙
会
は
昭

和
57
年
に
土
木
系
学
生
会
と
し
て
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
14
年

に
同
窓
会
と
な
り
、現
在
も
在
学
生
、

現
教
職
員
、
な
ら
び
に
出
身
者
に
よ

る
相
互
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
名
簿
作
成
事
業
に
よ
る
益
金

を
主
た
る
資
金
と
し
て
、
学
生
会
に

よ
る
自
主
研
修
や
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

活
動
、
出
身
者
に
よ
る
特
別
講
義
な

ど
、
特
に
学
生
支
援
事
業
を
活
発
に

実
施
し
て
お
り
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
事
業
に
よ
る
学
生
へ
の

教
育
効
果
は
も
と
よ
り
、
教
室
の
活

性
化
、
な
ら
び
に
官
庁
や
企
業
か
ら

の
就
職
活
動
に
関
す
る
情
報
提
供
機

会
の
増
加
な
ど
、
良
好
な
状
況
が
育

っ
て
き
た
と
言
え
ま
す
。
ま
た
、
蘇

遙
会
は
こ
れ
ら
の
事
業
を
通
じ
て
、

全
国
各
地
に
在
住
す
る
出
身
者
と
そ

の
グ
ル
ー
プ
と
を
繋
ぐ
ハ
ブ
組
織
と

し
て
の
機
能
も
有
し
て
い
ま
す
。 

し
か
し
な
が
ら
、近
年
に
お
い
て
、

時
代
と
共
に
社
会
態
様
は
著
し
く
変

わ
り
、
ひ
と
つ
の
大
学
、
ひ
と
つ
の

教
室
か
ら
の
同
じ
出
身
者
で
あ
る
こ

と
を
根
本
と
す
る
帰
属
意
識
が
希
薄

と
な
っ
た
り
、
普
段
の
交
流
機
会
も

減
少
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結

果
、
蘇
遙
会
の
目
的
や
主
旨
に
つ
い

て
は
出
身
者
、
特
に
比
較
的
若
年
層

に
は
浸
透
せ
ず
、
そ
れ
に
伴
っ
て
会

費
収
入
は
著
し
い
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す
。 

そ
こ
で
、
蘇
遙
会
運
営
委
員
会
に

お
い
て
は
、
蘇
遙
会
の
学
生
へ
の
支

援
拠
点
、
な
ら
び
に
工
業
会
各
支
部
・

各
部
会
の
土
木
系
出
身
者
の
ハ
ブ
拠

点
と
し
て
の
２
つ
の
重
要
な
存
在
意

義
を
維
持
し
て
い
く
た
め
、
本
会
事

業
の
適
切
な
見
直
し
を
行
っ
て
、
会

計
に
見
合
っ
た
魅
力
あ
る
事
業
を
執

行
す
べ
き
と
考
え
、
会
則
の
改
正
の

必
要
性
を
検
討
し
ま
し
た
。
以
下
は

主
な
改
正
目
的
と
内
容
で
す
。 

末
續 

譽 

氏
が 

受 

章 
平成 27 年度 
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蘇
遙
会
創
立
主
旨
の
再
確
認 

（
第
２
条
・
目
的
、
第
３
条
・
会
員
、 

第
４
条
・
役
員
、
第
５
条
・
運
営
） 

蘇
遙
会
は
工
業
会
会
員
土
木
系
出

身
者
の
同
窓
会
組
織
で
あ
り
教
室
を

後
援
す
る
組
織
で
あ
る
こ
と
を
再
確

認
し
、
会
員
、
役
員
が
会
員
及
び
教

室
の
発
展
に
資
す
る
と
い
う
目
的
に

向
か
っ
て
協
力
し
て
い
き
ま
す
。 

会
計
の
ひ
っ
迫
解
消 （

第
８
条
・
会
計
） 

10
月
に
行
わ
れ
た
第
２
回
運
営
委

員
会
に
お
い
て
、
経
費
削
減
の
１
つ

と
し
て
、
各
年
度
に
発
行
し
て
い
た

名
簿
を
廃
止
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
正
会
員
お
よ
び
特
別
会
員
の
会

費
を
５
０
０
０
円
（
２
年
度
分
）
と

し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
28
年
度
よ

り
３
０
０
０
円
（
１
年
度
分
）
に
変

更
し
、
毎
年
集
金
す
る
こ
と
が
決
定

し
ま
し
た
。 

会
員
に
と
っ
て
の
魅
力
向
上 

（
第
10
条
・
事
業
） 

今
後
は
、
会
員
に
と
っ
て
の
蘇
遙

会
の
魅
力
を「
教
室
と
の
つ
な
が
り
」

と
考
え
、
蘇
遙
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
充
実
を
図
り
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

な
ど
を
有
効
利
用
し
て
い
き
ま
す
。

①
名
簿
情
報
の
維
持
管
理
、
②
福
井

育
英
奨
学
金
の
募
金
の
支
援
、
③
会

員
の
た
め
の
見
学
会
や
講
演
会
な
ど

の
開
催
、
④
各
地
区
で
の
会
員
相
互

の
交
流
会
、
懇
談
会
の
支
援
な
ど
を

中
心
に
、
会
員
に
と
っ
て
魅
力
の
あ

る
事
業
を
行
う
よ
う
に
努
め
ま
す
。 

ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
名
簿
作
成
事

業
に
よ
る
益
金
を
大
き
な
収
入
と
し

て
き
ま
し
た
が
、
同
窓
会
シ
ス
テ
ム

の
導
入
に
伴
い
名
簿
誌
の
発
行
を
中

止
し
、
情
報
誌
の
体
裁
を
変
更
す
る

と
と
も
に
、
内
容
を
よ
り
充
実
し
た

も
の
と
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
れ
を

年
２
回
の
発
行
と
し
て
全
会
員
に
配

布
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
よ
り
多

く
の
会
員
の
方
々
に
大
学
・
教
室
と

の
接
点
を
提
供
い
た
し
ま
す
。 

学
生
部
の
設
置 

（第
６
条
・学
生
部
） 

蘇
遙
会
で
は
学
部
３
年
生
を
中
心

に
学
生
が
活
発
に
活
動
し
て
お
り
、

「
出
前
講
座
」
な
ど
の
企
画
を
は
じ

め
、
先
輩
・
後
輩
の
縦
の
繋
が
り
を

支
援
す
る
と
と
も
に
、
各
種
交
流
会

で
各
学
年
の
横
の
交
流
を
深
め
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
学
生
会
員
組
織
と
し

て
確
立
す
る
た
め
規
則
を
設
置
し
ま

す
。
ま
た
、
工
業
会
学
生
支
部
・
工

学
部
学
生
会
と
の
連
関
を
整
理
し
、

学
生
部
の
自
主
積
極
な
活
動
を
支
援

し
て
い
き
ま
す
。 

会
則
各
条
文
の
見
直
し 

こ
れ
ら
に
沿
っ
て
、
平
成
27
年
10

月
9
日
よ
り
会
則
を
一
部
改
正
し
、

施
行
す
る
こ
と
を
蘇
遙
会
運
営
委
員

会
に
お
い
て
審
議
し
、
決
定
し
ま
し

た
。 会

則
の
内
容
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
の
「
運
営
委
員
会
」
よ
り

「
蘇
遙
会
会
則
」
を
参
照
願
い
ま
す
。 

開
催
日 

平
成
27
年
5
月
30
日
（
土
） 

場 

所 

交
通
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル 

参
加
者 

39
名
（
新
社
会
人
7
名
） 

 

今
年
は
、
若
手
の
企
画
、
段
取
り

に
よ
る
新
社
会
人
の
歓
迎
会
を
行
い

た
く
、
大
学
の
小
林
先
生
（
工
業
会

熊
本
支
部
土
木
部
会
副
会
長
）
の
ご

協
力
の
も
と
、
色
々
な
職
場
の
皆
様

の
協
力
を
得
て
、
少
人
数
で
は
あ
り

ま
す
が
、
新
人
歓
迎
会
を
交
通
セ
ン

タ
ー
ホ
テ
ル(

平
成
27
年
6
月
末
で

閉
店)

で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

歓
迎
会
は
、
福
岡
、
佐
賀
、
大
分

等
県
外
か
ら
も
参
加
し
て
頂
き
ま
し

た
。
参
加
者
の
８
割
が
平
成
卒
業
と

な
っ
た
今
回
の
集
ま
り
は
、
今
ま
で

に
無
い
ほ
ど
、
会
場
の
い
た
る
と
こ

ろ
で
若
手
の
盛
り
上
が
り
に
溢
れ
か

え
っ
て
い
ま
し
た
。
新
社
会
人
の
抱

負
は
、
し
っ
か
り
と
自
分
の
考
え
を

表
現
で
き
て
お
り
頼
も
し
く
感
じ
、

諸
先
輩
方
か
ら
の
激
励
の
言
葉
に
は
、

土
木
の
先
輩
の
優
し
さ
を
改
め
て
感

じ
ま
し
た
。
歓
迎
会
は
、
終
始
賑
や

会
員
活
動
報
告 

蘇
遙
会
熊
本
支
部 

新
人
歓
迎
会
報
告 
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か
で
、
あ
っ
と
い
う
間
の
２
時
間
で

し
た
。 

今
後
も
、
こ
の
新
人
歓
迎
会
に
つ

い
て
は
、
若
手
の
段
取
り
に
よ
る
開

催
及
び
、
若
手
が
参
加
し
や
す
く
活

気
の
溢
れ
る
環
境
の
整
備
を
目
標
と

し
て
お
り
ま
す
。
歓
迎
会
を
通
じ
、

参
加
し
て
頂
い
た
若
手
が
、
今
後
の

蘇
遙
会
を
盛
り
上
げ
て
い
く
原
動
力

に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
と
期
待
し
て
い

ま
す
。 

今
後
と
も
、
蘇
遙
会
の
活
動
へ
の

皆
様
の
参
加
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。（
新
人
歓
迎
会 

幹

事
一
同
） 

 

平
成
27
年
5
月
29
日
に
、
広
島
・

熊
大
紅
葉
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

以
下
、
報
告
と
写
真
を
掲
載
し
ま
す
。 

今
回
は
13
名
の
参
加
に
留
ま
り
ま

し
た
が
、
一
次
会
、
二
次
会
共
に
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

 

参
加
者
年
齢
は
30
以
上
離
れ
て

い
る
と
思
う
の
で
す
が
、
同
窓
に
年

齢
は
関
係
な
い
こ
と
が 

証
明
さ
れ
る

よ
う
な
楽
し
い
会
で
し
た
。 

新
し
く
参
加
さ
れ
た
方
、
い
か
が

で
し
た
で
し
ょ
う
か
？
こ
れ
に
懲
り

て
は
い
け
ま
せ
ん
よ
！
！
そ
し
て
こ

の
会
は
ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す
。
た
ぶ

ん
突
然
案
内
が
届
き
ま
す
（
暑
気
払

い
か
、
残
暑
見
舞
い
か
な
？
）
！
！ 

 

残
念
な
が
ら
今
回
参
加
で
き
な
か

っ
た
方
、
次
回
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

そ
れ
で
は
再
会
を
楽
し
み
に
…
！ 

蘇
遙
会
会
員
の
皆
様
に
は
い
か
が

お
過
ご
し
で
す
か
。 

蘇
遙
会
の
活
動
と
し
て
は
、
蘇
遙

会
の
会
員
の
活
動
を
報
告
す
る
「
蘇

遙
会
情
報
誌
」
を
毎
年
、「
蘇
遙
会
会

員
名
簿
」
は
隔
年
で
発
行
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
学
生
支
援
・
卒
業
生
支

援
お
よ
び
卒
業
生
と
教
室
・
学
生
と

の
交
流
等
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

蘇
遙
会
の
運
営
に
あ
た
っ
て
は
会

費
の
収
入
が
唯
一
の
資
金
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
平
成
27
年
度
の
現
状
で

は
非
常
に
厳
し
い
も
の
と
な
り
ま
し

た
。
会
費
収
入
が
延
び
ず
、
こ
の
ま

ま
27
年
度
の
蘇
遙
会
情
報
誌
を
発
行

す
る
と
28
年
度
へ
の
繰
り
越
し
が
ほ

と
ん
ど
な
く
な
り
、
28
年
度
の
会
員

名
簿
の
発
行
が
不
可
能
な
状
態
に
な

る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。そ
こ
で
、

10
月
に
緊
急
の
運
営
委
員
会
を
開
催

し
、
蘇
遙
会
の
今
後
の
在
り
方
に
つ

い
て
検
討
い
た
し
ま
し
た
。 

「
蘇
遙
会
情
報
誌
」
、
「
蘇
遙
会
会

員
名
簿
」
の
発
行
に
つ
い
て
も
運
営

委
員
会
で
検
討
し
、
後
述
の
「
同
窓

会
シ
ス
テ
ム
特
集
」
に
あ
り
ま
す
よ

う
に
変
更
が
決
定
し
ま
し
た
。「
学
生

支
援
」
に
つ
い
て
は
新
入
生
か
ら
の

学
生
会
費
収
入
で
毎
年
30
万
円
程
度

支
援
し
、
学
生
会
の
活
動
を
支
援
し

て
い
ま
す
。
活
動
内
容
で
卒
業
生
と

の
関
連
で
は
平
成
24
年
度
か
ら
学
生

会
と
東
京
支
部
が
連
携
し
て
、
卒
業

生
に
よ
る
出
前
講
義
を
開
催
し
、
学

生
の
進
路
選
択
に
大
い
に
役
立
っ
て

い
ま
す
。
今
後
も
多
く
の
卒
業
生
に

「
出
前
講
義
」
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
学
生
に
刺
激
を
与
え
て
欲
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。 

各
支
部
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
東

京
、
福
岡
、
北
九
州
で
は
若
い
卒
業

生
の
参
加
が
増
え
て
お
り
、
今
後
一

層
の
活
性
化
が
望
ま
れ
ま
す
。
熊
本

支
部
で
は
こ
の
と
こ
ろ
低
迷
し
て
い

ま
し
た
が
、
６
月
に
若
手
の
卒
業
生

が
中
心
に
な
っ
て
、
新
人
歓
迎
会
を

開
催
し
、
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
今

後
の
活
性
化
に
期
待
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
の
時
の
様
子
は
蘇
遙
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

蘇
遙
会
の
運
営
に
は
ま
だ
ま
だ
課

題
が
あ
り
ま
す
。
卒
業
生
の
皆
様
の

ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
「
蘇
遙
会
」

が
同
窓
会
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し

て
い
け
る
よ
う
に
努
力
し
て
行
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

熊
大
紅
葉
会 

『
久
し
ぶ
り
に 

 
 

 

飲
ん
じ
ゃ
う
ぞ
会
』 

大
盛
会
の
報
告 

広島紅葉会のメンバー 

ご
挨
拶 

蘇
遙
会
会
長 

北
園 

芳
人 

工業会福岡支部土木部会一同 様 

東京 西見 裕司 様 （S58卒） 

東京 庄司 順一郎 様（S47卒） 

横浜 村上 清高 様 （S48卒） 

福井育英奨学金は、国家公務員を目指す在学

生を支援する目的の奨学金です。皆様のご賛

同による寄付をお願いいたしています。 
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熊本大学工学蘇遙会 同窓会システム 運用開始 
～運用の方法と名簿誌発行中止について～ 

平成26年度より試用を開始しておりました「熊

本大学蘇遙会 同窓会システム」について、平

成27年度より正式に運用を開始すること決定

しました。個人ＩＤとパスワードを使用してホ

ームページよりログインすることにより、会員

各自による情報の修正の簡易化、データの閲覧

が可能になります。また、会費の払い込みの確

認やメッセージの投稿などが可能となりました。

 

情報の修正・閲覧にはＩＤとパスワードが必要 
同窓会システムで情報の修正や閲覧を行うには、会員ＩＤとパスワードが必要です。デー

タカード枠外に記載されているＩＤとパスワードをご確認ください。また、会員のページか

らログインパスワードを変更することができます。 

同窓会システムは携帯電話・スマートフォンからの閲覧にも対応していますが、会員検索

など一部の機能はモバイルからはご利用できません。 

個人情報※の「公開範囲」を必ず確認！ 
今後、同窓会システムは名簿と同等の扱いとなります。したがって、個人データの詳細内

容は会費払込済みの蘇遙会会員限定の閲覧可能な情報となります。但し、会員本人の意思に

より公開範囲を設定することができます。データカードの返信や同窓会システムによる修正・

確認がない場合は全ての情報の掲載に同意されたものとさせていただき、平成２８年度４月

より、設定を「公開範囲を未選択」のままにされている場合は公開を許可されたものとみ

なし、その情報を「全卒業生に公開」といたします。今一度、同封のデータカードをご確認

いただきたくお願いいたします。 
※データの管理は大阪市に本社を置く有限会社プリンティングサービスに委託し、個人情報については契約に則りこれを

保護しています。 

メッセージを発信しよう 
ホームページには、会員の皆様からのメッセージが投稿できます。近況報告や同窓会呼び

かけの場としてご利用ください。 

また、同窓会の案内などを直接Ｅメールで呼びかけたい場合は、事務局にご依頼ください。 

同窓会システムで手続すれば返送は不要 
インターネットの会員ページから情報の修正をされた会員はデータカードの返送は不要と

なります。変更がなかった場合も、内容を確認後、必ず「更新する」のボタンを押してくだ

さい。 

今後、個人データ確認を依頼するメールを年に 1回送付します。メールアドレスをお持ち

の方は必ず登録してください。 

インターネットをご利用いただけない方は 
携帯電話やパソコンなどのインターネットを利用されない場合は、データの更新には引き続
きデータカードをご利用ください。 
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蘇遙会ホームページ 
インターネットでの情報更新の流れ 

 

ホームページを
開く 

•「蘇遙会」熊本
大学社会環境工
学科 

•http://www.web-
dousoukai.com/
soyoukai/ 

会員ログイン 

•ＩＤとパスワー
ドを入力 

•ＩＤと初期パス
ワードは同封の
データカード上
部に記載 

会員情報の 
管理 

•各項目と公開設
定を選択し、確
認後、「更新す
る」のボタンを
押す 

会員名簿の発行を中止します 
蘇遙会では二年に一度会員名簿を発行し、会費をお支払いいただいた会員の方々にお

贈りしてきました。しかしながら、近年は印刷費の値上りと相反し、名簿の需要の低下

と会費納入者数の減少が進み、会計の赤字化が進んでおります。 

近年はインターネットの普及により、名簿情報のデジタル化、検索の簡易化が求めら

れる時代となっています。また、個人情報の保護が必要とされる今日、簡単にコピーで

きる名簿の存在が不安材料の一つとなっていることは否定できません。そこで、蘇遙会

でも同窓会システムを導入し、名簿情報をデータベース化することとなりました。それ

に伴い、紙媒体としての「蘇遙会会員名簿」を廃止し、平成 28 年度より「蘇遙会ホー

ムページ」からの会費納入会員のみのサービスとして同窓生情報の提供を行うこととな

りました。それに伴い、平成 28 年 4 月より下記の通りにシステムを変更します。 

① 全会員は同窓会システムにＩＤとパスワードを使用してログイン後、データの一部

を閲覧できる 

② 公開可の詳細データは、会費納入会員のみが閲覧可能 

③ 会費納入会員であっても多量のデータ閲覧はできない（データ流出防止のため） 

④ 詳細データは画面上で閲覧できるが、これをダウンロードすることはできない 

複数の連絡先、未公開の情報を知りたいときは 
◆手続き例 1：同窓会開催のため名簿が必要な場合 

 

◆手続き例 2：同級生 A さんの連絡先が知りたい場合 

 

蘇遙会事務局へメール 

または電話で連絡 

事務局より申請書

を送付、またはHP

よりダウンロード 

必要事項を記入後、

身分証明書のコピ

ーを添付して返送 

事務局で確認後、 

データを送付 

蘇遙会事務局へメール 

または電話で連絡 

事務局からAさんへ連絡し、 

情報提供の了承を得る 

Aさんの返答を請求者に伝え、

それに従い情報を提供する 
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複
合
材
料
研
究
室 

 

大
津 
政
康 

教
授 

蘇
遥
会
の
活
動
の
通
り
、
卒
業
生
も

含
め
た
研
究
室
の
学
生
達
の
結
び
つ
き

は
大
変
に
重
要
で
す
。
私
の
楽
し
み
で

も
あ
り
ま
す
が
、
研
究
室
の
学
生
と
の

交
流
は
貴
重
な
機
会
で
す
。
そ
こ
で
、

ま
ず
、
卒
業
生
の
多
い
東
京
で
忘
年
会

を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
を

知
っ
た
福
岡
の
卒
業
生
た
ち
が
、
福
岡

で
も
大
津
研
同
窓
会
を
し
よ
う
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
昨
年
11
月
の
材
料
学
会

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
と
併
せ
て
、

福
岡
同
窓
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
私
と

友
田
技
官
に
加
え
て
、
私
の
卒
業
生
に

は
大
学
で
教
員
を
し
て
い
る
先
生
達
が

全
国
に
10
名
い
ま
す
が
、
そ
の
内
の
３

名
が
彼
等
の
学
生
を
伴
っ
て
参
加
し
て

く
れ
ま
し
た
。
研
究
室
の
学
生
達
と
福

岡
で
働
い
て
い
る
先
輩
達
も
み
ん
な
一

緒
で
本
当
に
楽
し
い
時
が
過
ご
せ
ま
し

た
。
ま
た
、
彼
ら
の
連
携
も
強
く
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。 

空
間
情
報
デ
ザ
イ
ン
研
究
室 

小
林 

一
郎 

教
授 

現
在
、
研
究
室
で
は
、
都
市
内
の
橋

梁
掛
け
替
え
の
関
す
る
施
工
検
討
、
防

潮
堤
の
景
観
設
計
、
ダ
ム
の
周
辺
整
備

計
画
、
阿
蘇
地
域
の
防
災
へ
の
３
Ｄ
‐

Ｃ
Ａ
Ｄ
の
適
用
等
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、

点
群
デ
ー
タ
の
活
用
や
河
川
・
ダ
ム
の

管
理
情
報
の
一
元
化
に
関
す
る
基
礎
研

究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
実
際
に
事
業
が

行
わ
れ
て
い
る
現
場
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に

し
て
い
る
た
め
、
国
県
の
技
術
者
、
外

部
の
研
究
機
関
や
会
社
の
方
々
と
最
前

線
の
共
同
研
究
を
行
い
、
常
に
新
し
い

こ
と
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。 

研
究
室
の
恒
例
行
事
で
、
『
新
宿
コ

ン
パ
』
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
今
年

も
、
全
員
秋
に
は
上
京
し
ま
す
。
４
月

か
ら
、
博
士
号
を
取
得
し
た
藤
田
研
究

員
が
登
場
、研
究
指
導
に
あ
た
る
の
で
、

学
生
た
ち
も
ず
い
ぶ
ん
や
り
や
す
く
な

っ
て
い
ま
す
。 

環
境
建
設
材
料
工
学
研
究
室 

重
石 

光
弘 

教
授 

建
設
材
料
、
と
り
わ
け
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
環
境
負
荷
低
減
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
特
に
、
東
日
本
大
地
震
・
大
津

波
に
よ
り
放
射
性
物
質
に
よ
っ
て
汚
染

さ
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
除
染
と
再
生

利
用
、
さ
ら
に
は
原
子
力
施
設
の
廃
止

に
よ
っ
て
排
出
さ
れ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
処
理
に
つ
い
て
は
喫
緊
の
課
題
と
し

て
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。 

重
石
研
で
は
、
早
い
時
期
か
ら
Ｔ
Ａ

や
実
験
を
通
し
て
研
究
（
コ
ン
ク
リ
ー

ト
）
に
関
す
る
実
践
的
な
内
容
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

研
究
室
に
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
、
ベ
ナ
ン
か
ら
の
留
学
生

が
在
籍
し
、
国
際
色
豊
か
な
構
成
と
な

っ
て
い
ま
す
。
飲
み
会
や
キ
ャ
ン
プ
等

の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
随
時
開
催
し
、
楽

し
い
研
究
室
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。 

流
域
環
境
デ
ザ
イ
ン
研
究
室 

皆
川 

朋
子 

准
教
授 

流
域
環
境
デ
ザ
イ
ン
研
究
室
で
は
豊

か
な
国
土
づ
く
り
を
目
指
し
、
流
域
及

び
河
川
・
湖
沼
を
対
象
に
、
自
然
と
共

生
し
た
川
づ
く
り
や
自
然
再
生
に
関
す

る
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
自
然
再
生

を
行
う
た
め
に
は
、
河
川
の
構
造
と
生

態
系
の
様
々
な
機
能
を
解
明
し
、
現
場

複合材料研究室（大津研究室） 

環境建設材料工学研究室 
（重石研究室） 

空間情報デザイン研究室 
（小林研究室） 

研
究
室
だ
よ
り 

※
指
導
教
員
と
学
生
が
研
究
室
を
紹
介
し
ま
す
。 

各
研
究
室
Ｈ
Ｐ
も
ご
覧
く
だ
さ
い 
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に
生
か
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。 

ま
た
、
川
づ
く
り
に
は
、
工
学
・
生
態

学
的
知
見
の
み
で
は
な
く
、地
域
の
人
々

と
河
川
と
の
関
わ
り
や
背
景
に
あ
る
歴

史
・
文
化
を
抽
出
し
、
地
域
に
根
ざ
し

た
個
性
あ
る
川
づ
く
り
を
行
っ
て
く
こ

と
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
、
当
研
究
室

で
は
、
他
大
学
や
他
分
野
の
研
究
者
、

市
民
や
行
政
と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら

研
究
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

地
域
水
循
環
デ
ザ
イ
ン
研
究
室 

濱 

武
英 

准
教
授 

水
環
境
工
学
や
農
業
水
文
学
を
基
礎

学
問
と
し
て
、
持
続
可
能
な
資
源
利
用

や
健
全
な
流
域
水
・
物
質
循
環
と
農
業

の
あ
り
方
に
つ
い
て
研
究
を
行
っ
て
い

ま
す
。
実
際
の
研
究
活
動
で
は
、
チ
ー

ム
プ
レ
ー
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
個
々

の
メ
ン
バ
ー
の
特
性
を
活
か
し
な
が
ら

フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
、
室
内
実
験
、
モ
デ

ル
解
析
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
分
担
し
て
、

農
業
と
流
域
管
理
の
あ
る
べ
き
姿
を
模

索
し
ま
す
。 

白
川
中
流
域
に
加
え
て
、
阿
蘇
、
天

明
（
有
明
海
沿
岸
）
、
郡
築
（
八
代
海

沿
岸
）
の
水
田
に
お
い
て
研
究
を
は
じ

め
ま
し
た
。 

環
境
地
盤
工
学
研
究
室 

椋
木 

俊
文 
准
教
授 

椋
木
研
究
室
は
、
地
盤
汚
染
・
浄
化

の
問
題
を
対
象
に
実
験
・
解
析
を
行
い
、

地
盤
の
汚
染
・
浄
化
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解

明
す
る
研
究
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
地

盤
が
ど
の
よ
う
な
汚
染
さ
れ
、
ど
う
す

れ
ば
起
き
て
し
ま
っ
た
地
盤
汚
染
の
拡

大
を
緩
和
し
、
ま
た
有
効
に
浄
化
す
る

こ
と
が
で
き
る
か
を
考
え
、
提
案
し
て

い
ま
す
。 

ま
た
学
部
時
代
の
苦
手
科
目
ベ
ス
ト

３
に
入
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い

土
の
力
学
と
流
体
の
力
学
を
融
合
さ
せ

た
研
究
テ
ー
マ
を
通
じ
て
、
「
あ
ー
そ

う
だ
っ
た
の
か
！
」
と
い
う
再
発
見
が

で
き
る
研
究
室
で
す
。 

卒
業
し
て
い
く
頃
、
卒
業
生
の
皆
さ

ん
は
、
自
分
た
ち
が
び
っ
く
り
す
る
ほ

ど
自
分
た
ち
の
中
に
眠
っ
て
い
た
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
て
、

自
ら
に
満
足
し
て
い
る
よ
う
で
す
。 

自
分
自
身
に
対
し
、
そ
し
て
学
生
さ

ん
自
身
に
対
し
「
鉄
は
熱
い
う
ち
に
打

て
！
そ
し
て
、
真
金
に
な
れ
！
」
と
の

思
い
で
、
自
立
で
き
る
、
そ
し
て
、
人

に
勝
て
な
く
て
も
自
分
に
負
け
な
い
人

材
育
成
を
目
指
し
て
、
研
究
室
を
運
営

し
て
い
ま
す
。
共
々
に
成
長
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。 

地
盤
工
学
研
究
室 

（
大
谷 

順 

教
授
） 

私
達
は
、
主
に
社
会
基
盤
を
支
え
て

い
る
「
地
盤
」
に
つ
い
て
研
究
し
て
い

ま
す
。
研
究
対
象
と
し
て
は
、
ト
ン
ネ

ル
や
基
礎
構
造
物
、
地
盤
改
良
、
下
水

道
管
渠
の
破
損
問
題
な
ど
を
扱
っ
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
対
象
に
お
い
て
、
地
盤

が
安
定
性
を
失
い
崩
壊
す
る
過
程
の
解

明
や
、
よ
り
安
全
な
地
盤
条
件
の
検
証

な
ど
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

研
究
室
の
主
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
、

新
入
生
歓
迎
会
や
、
研
究
室
旅
行
、
学

科
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
参
加
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
学
会
へ
の
参
加
や
各
種
ゼ

ミ
を
開
催
す
る
な
ど
、
研
究
に
お
い
て

も
積
極
的
か
つ
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
椋
木
研
究
室
と
は
非
常
に
仲
が

良
く
、
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
を
合
同
で
行

っ
て
い
ま
す
。 

地域水循環デザイン研究室 
（濱研究室） 

流域環境デザイン研究室 
（皆川研究室） 

地盤工学研究室（大谷研究室） 

環境地盤工学研究室 
（椋木研究室） 
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河
川
研
究
室 

（
大
本 

照
憲 

教
授
） 

河
川
研
究
室
で
は
、
平
成
24
年
7
月

12
日
に
発
生
し
た
白
川
水
害
お
よ
び
菊

池
川
支
川
の
合
志
川
水
害
の
実
態
解
明
、

最
近
は
菊
池
川
、
球
磨
川
、
唐
人
川
で

の
河
川
環
境
調
査
や
白
川
龍
田
１
丁
目

お
よ
び
４
丁
目
を
対
象
に
し
た
模
型
実

験
、
開
水
路
を
使
っ
た
水
理
実
験
、
河

川
災
害
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な

ど
、
加
藤
清
正
が
遺
し
た
河
川
構
造
物

の
機
能
評
価
等
、
多
様
な
調
査
・
研
究

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
県
や
市
、
ま
た

は
民
間
の
企
業
と
の
共
同
研
究
も
行
っ

て
お
り
、
実
際
の
業
務
に
携
わ
り
な
が

ら
研
究
室
の
み
ん
な
で
日
々
切
磋
琢
磨

し
て
お
り
ま
す
。 

地
下
空
間
工
学
研
究
室 

（
尾
原 

祐
三 

教
授
） 

私
た
ち
地
下
空
間
工
学
研
究
室
は
、

工
学
部
研
究
棟Ⅰ

の
８
階
に
あ
り
ま
す
。

尾
原
教
授
と
技
術
指
導
員
の
吉
永
さ
ん

を
中
心
に
学
生
が
10
名
。
佐
藤
先
生
の

研
究
室
と
部
屋
を
共
有
し
て
お
り
、
大

人
数
で
賑
や
か
に
、
楽
し
く
研
究
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。 

日
ご
ろ
は
ゼ
ミ
や
研
究
に
励
ん
で
い

ま
す
が
、
月
に
一
度
は
飲
み
会
を
開
催

し
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
な
ど
に
出
場

し
、
夏
に
は
キ
ャ
ン
プ
な
ど
を
行
い
、

親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。研
究
内
容
は
、

地
下
空
間
工
学
・
岩
盤
力
学
・
探
査
工

学
に
関
す
る
研
究
に
取
り
組
み
、
学
会

は
資
源
・
素
材
学
会
に
所
属
し
て
い
ま

す
。 

地
域
公
共
政
策
研
究
室 

（
柿
本 

竜
治 

教
授
） 

私
た
ち
柿
本
研
究
室
は
、
主
に
統
計

学
を
使
っ
て
モ
デ
ル
を
作
り
人
々
の
行

動
に
関
す
る
研
究
や
都
市
計
画
の
評
価

に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本

年
度
の
大
ま
か
な
研
究
内
容
は
上
記
に

示
す
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

柿
本
研
は
、
研
究
室
自
体
の
人
数
は

多
く
な
い
の
で
す
が
、
柿
本
先
生
・
吉

田
先
生
の
２
名
の
先
生
方
に
ご
指
導
い

た
だ
け
る
の
で
質
の
高
い
研
究
や
問
題

点
の
解
決
に
十
分
な
環
境
が
整
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、fortran

やexcel

、GIS

と
い
っ
た
研
究
に
必
要
な
ツ
ー
ル
の
技

術
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
週
に
１
回
、

卒
論
・
修
論
に
向
け
て
の
ゼ
ミ
が
あ
る

の
で
、
日
々
目
標
に
向
け
て
研
究
に
取

り
組
め
る
環
境
が
あ
り
ま
す
。他
に
も
、

社
会
人
ド
ク
タ
ー
や
減
災
セ
ン
タ
ー
職

員
、
技
術
職
員
の
方
も
ゼ
ミ
に
参
加
し

て
い
る
の
で
、
様
々
な
視
点
か
ら
の
意

見
も
充
実
し
て
い
ま
す
。 

水
質
環
境
学
研
究
室 

（
川
越 

保
徳 

教
授
） 

研
究
室
に
は
ベ
ト
ナ
ム
や
中
国
、
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
の
留
学
生
が
所
属

し
、
国
際
色
豊
か
な
環
境
に
な
っ
て
い

ま
す
。
普
段
か
ら
英
語
を
用
い
て
留
学

生
と
会
話
を
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
英

会
話
が
身
近
な
も
の
と
な
り
、
海
外
の

方
と
も
臆
す
る
こ
と
な
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

留
学
生
と
の
交
流
を
持
つ
こ
と
で
、
英

語
に
限
ら
ず
研
究
以
外
で
も
多
く
の
事

を
学
び
、
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
研

究
室
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

水質環境学研究室 
（川越研究室） 

河川研究室（大本研究室） 

地下空間工学研究室 

（尾原研究室） 

地域公共政策研究室 

（柿本研究室） 



9 平成 27 年度 熊本大学工学部土木環境系教室 蘇遙会情報誌 

 

交
通
ま
ち
づ
く
り
研
究
室 

（
溝
上 

章
志 

教
授
） 

こ
の
研
究
室
は
、
み
ん
な
和
気
あ
い

あ
い
と
良
い
雰
囲
気
で
日
々
研
究
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
研
究
だ

け
で
は
な
く
、
蘇
遙
会
主
催
の
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
に
参
加
し
た
り
、
研
究
室

で
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
行
っ
た
り
と
充
実

し
た
日
々
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
卒
業
生
と
の
交
流
も
盛
ん
で
毎

年
、
年
末
に
Ｏ
Ｂ
会
が
開
催
さ
れ
、
就

職
の
こ
と
な
ど
を
相
談
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
！
た
く
さ
ん
の
研
究
室
が
あ
っ

て
迷
う
と
思
い
ま
す
が
、
溝
上
研
究
室

を
選
ん
で
絶
対
に
後
悔
は
し
ま
せ
ん
！

大
学
院
に
来
る
人
・
オ
ン
と
オ
フ
の
区

別
が
は
っ
き
り
と
つ
け
ら
れ
る
人
、
大

歓
迎
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
公
務
員
志
望

の
人
や
コ
ン
サ
ル
志
望
の
人
も
大
歓
迎

で
す
！ 

都
市
防
災
研
究
室 

（
松
田 

泰
治 

教
授
） 

私
た
ち｢

都
市
防
災
研
究
室(

松
田

研)
｣

は
、
松
田
泰
治
教
授
を
中
心
に
社

会
人
ド
ク
タ
ー
１
名
、
学
生
９
名
と
研

究
室
の
母
的
存
在
で
あ
る
秘
書
の
池
田

さ
ん
の
計
12
名
で
日
々
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
研
究
内
容
と
し
て
は
、
橋
梁

や
堤
防
、
鉄
塔
な
ど
の
構
造
物
を
数
値

モ
デ
ル
で
表
し
、
地
震
時
の
構
造
物
の

耐
震
性
を
評
価
す
る
ハ
ー
ド
分
野
に
つ

い
て
の
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
基
礎

と
な
る
学
問
は
、｢

構
造
の
力
学｣｢

建
設

振
動
学｣

｢

地
震
防
災
工
学｣

で
す
。 

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
、
山
尾
研
・
葛

西
研
と
の
合
同
キ
ャ
ン
プ
や
各
種
飲
み

会
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
松
田
教
授
宅

で
の
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
と
い
う
伝

統
も
あ
り
ま
す
。 

構
造
力
学
研
究
室 

（
山
尾 

敏
孝 

教
授
） 

本
研
究
室
で
は
、
葛
西
研
究
室
の
学

生
と
と
も
に
日
々
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら

各
自
の
研
究
に
打
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

今
年
も
大
阪
で
開
催
さ
れ
る

Japan 

Steei Bridge Competition

に
、
葛

西
研
お
よ
び
や
る
気
の
あ
る
２
、
３
年

生
と
一
緒
に
出
場
し
ま
す
。
学
生
生
活

に
お
い
て
も
、
葛
西
研
究
と
合
同
で
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加
し
、

学
生
生
活
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
、
楽
し
い

日
々
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
は
、

卒
業
生
の
方
々
と
も
交
流
を
深
め
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
熊
本
に

お
越
し
の
際
は
ぜ
ひ
研
究
室
に
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
Ｈ
Ｐ
の
更
新

も
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

構
造
力
学
研
究
室 

（
葛
西 

昭 

准
教
授
） 

主
な
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
は
、
実
験

的
お
よ
び
数
値
解
析
的
に
橋
梁
な
ど
の

鋼
構
造
物
の
弾
塑
性
挙
動
を
解
明
し
、

耐
震
性
能
評
価
を
施
す
テ
ー
マ
が
基
本

で
す
。
今
年
で
６
年
目
の
研
究
室
で
す

が
、
常
に
新
し
い
こ
と
に
、
学
生
・
教

員
共
に
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。 

ま
た
、
社
環
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
へ

参
加
し
た
り
、
山
尾
研
・
松
田
研
と
の

合
同
キ
ャ
ン
プ
な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
に

も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
も
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
鋼
橋

模
型
の
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
で
あ
る

Japan 
Steel 

Bridge 
Competition

（
い
わ
ゆ
る
ブ
リ
コ
ン
）
に
は
６
年
前

か
ら
毎
年
参
加
し
て
お
り
、
去
年
の
夏

に
熊
本
大
学
の
百
周
年
記
念
館
で
開
催

さ
れ
た
大
会
に
も
参
加
し
、
結
果
と
し

て
総
合
３
位
の
成
績
を
修
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
研
究
は
も
ち
ろ
ん
イ
ベ

ン
ト
事
な
ど
も
多
く
、
達
成
感
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
研
究
室
で
す
。 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
積
極
的
に
更
新
し

て
い
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

交通まちづくり研究室 

（溝上研究室） 

都市防災研究室 
（松田研究室） 

構造力学研究室（山尾・葛西研究室） 
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交
通
政
策
分
析
研
究
室 

（
円
山 

琢
也 

准
教
授
） 

昨
年
度
過
去
最
多
だ
っ
た
研
究
室
の

メ
ン
バ
ー
が
さ
ら
に
増
え
、
今
年
度
は

11
名
で
研
究
室
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

留
学
生
も
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
よ
り
３
名

を
招
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
日
々
交

流
を
深
め
て
い
ま
す
。
研
究
に
お
い
て

は
、
先
輩
や
後
輩
に
関
係
な
く
互
い
が

教
え
あ
っ
て
お
り
、
コ
ン
ペ
等
イ
ベ
ン

ト
の
際
は
研
究
室
一
体
と
な
っ
て
仲
良

く
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。 

ゼ
ミ
の
他
、
飲
み
会
や
旅
行
等
の
イ

ベ
ン
ト
も
毎
回
楽
し
く
に
ぎ
や
か
に
行

っ
て
い
ま
す
。
時
に
は
そ
の
日
に
な
っ

て
ど
こ
か
へ
ド
ラ
イ
ブ
に
行
っ
た
り
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
！
他
の
計
画
系
研

究
室
や
、
部
屋
が
同
じ
竹
内
研
究
室
と

の
飲
み
会
、
他
大
学
と
の
合
同
合
宿
な

ど
、
研
究
室
を
超
え
た
交
流
も
あ
る
の

で
、
刺
激
の
あ
る
研
究
室
生
活
を
送
れ

て
い
ま
す
！ 

地
域
防
災
研
究
室 

（
竹
内 

裕
希
子 

准
教
授
） 

私
た
ち
地
域
防
災
研
究
室
は
、
２
０

１
４
年
度
か
ら
設
立
さ
れ
た
新
た
な
研

究
室
で
す
。
防
災
教
育
や
自
主
防
災
組

織
で
の
地
域
防
災
な
ど
を
研
究
テ
ー
マ

と
し
、
他
の
研
究
室
に
は
な
い
色
を
持

っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
活
動
内
容
と

し
て
は
、
阿
蘇
市
の
小
学
校
で
の
防
災

教
育
や
自
主
防
災
組
織
が
活
動
し
て
い

る
地
域
で
の
防
災
マ
ッ
プ
作
り
な
ど
で

す
。 そ

し
て
今
年
は
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

も
始
め
て
い
ま
す
。
ひ
と
つ
は
、
熊
助

組
と
い
う
工
学
部
の
サ
ー
ク
ル
の
中
で
、

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
防
災
と
い
う
視
点
か
ら
、
地
域

に
貢
献
し
た
い
と
い
う
思
い
で
、
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
ブ

リ
ッ
ジ
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
と
い
う
橋

梁
の
模
型
を
作
る
大
会
で
す
。こ
れ
は
、

構
造
力
学
研
究
室
の
方
々
が
主
と
な
っ

て
行
い
、
今
年
度
は
私
た
ち
も
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

構
造
と
防
災
、
お
互
い
真
逆
の
よ
う
な

存
在
で
す
が
、
そ
こ
に
取
り
組
む
こ
と

で
新
た
な
知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
て
い
ま
す
。 

地
域
風
土
計
画
研
究
室 

（
田
中 

尚
人 

准
教
授
） 

私
た
ち
は
「
ま
ち
づ
く
り
・
地
域
づ

く
り
」
、
「
重
要
文
化
的
景
観
」
、
「
土

木
計
画
学
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
究
を

行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
歴
史
や
文
化

を
学
ぶ
と
同
時
に
現
地
調
査
を
頻
繁
に

行
い
知
識
を
深
め
て
い
ま
す
。
地
域
の

人
々
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
活
動
、
各
地
の
委
員
会
な
ど
に
も

参
加
し
、
よ
り
実
践
的
な
ま
ち
づ
く
り

活
動
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

研
究
室
活
動
以
外
に
も
、
研
究
室
旅

行
や
研
究
室
キ
ャ
ン
プ
、
飲
み
会
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
を
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
、

研
究
室
メ
ン
バ
ー
だ
け
で
は
な
く
他
大

学
の
研
究
室
や
他
大
学
の
教
授
、
さ
ら

に
は
研
究
活
動
で
関
わ
っ
て
い
る
地
域

の
方
々
と
飲
み
会
を
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。 

こ
う
い
っ
た
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
、
た
く
さ
ん
の
人
と
の
出

会
い
の
中
で
私
た
ち
田
中
研
の
メ
ン
バ

ー
は
日
々
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。
昨
年
、
今
年
と
留
学
生
も
来
て

く
れ
、
よ
り
グ
ロ
ー
バ
ル
な
研
究
室
に

な
り
ま
し
た
！ 

深
部
地
下
環
境
工
学
研
究
室 

（
佐
藤 

晃 

准
教
授
） 

佐
藤
研
究
室
は
今
年
学
生
９
名
と
多

く
、
佐
藤
先
生
の
指
導
の
下
み
ん
な
で

楽
し
く
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

研
究
室
の
活
動
と
し
て
は
週
１
回
の
ゼ

ミ
が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
尾
原
研
と
一
緒
に
活
動
す
る

こ
と
も
多
く
、
飲
み
会
を
合
同
で
行
っ

た
り
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
参
加
し

地域防災研究室（竹内研究室） 

地域風土計画研究室 

（田中研究室） 

交通政策分析研究室 

（円山研究室） 
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た
り
と
人
数
も
多
く
大
変
楽
し
い
研
究

室
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。 

研
究
室
は
研
究
棟Ⅰ

の
８
階
に
あ
り

ま
す
。
深
部
地
下
環
境
と
い
う
未
知
の

領
域
を
テ
ー
マ
と
す
る
研
究
に
興
味
が

あ
る
方
は
是
非
、
お
い
で
く
だ
さ
い
。 

景
観
デ
ザ
イ
ン
研
究
室 

（
星
野 

裕
司 

准
教
授
） 

当
研
究
室
は
、
実
際
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
参
加
し
、
模
型
等
を
用
い
た
デ
ザ

イ
ン
の
検
討
や
地
域
住
民
と
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
企
画
・
運
営
を
行
う
「
実

践
」
と
、
実
際
の
経
験
に
基
づ
き
な
が

ら
も
、
よ
り
自
由
に
、
よ
り
純
粋
に
、

発
想
の
羽
を
伸
ば
し
て
い
く
「
研
究
」

の
２
本
を
柱
と
し
て
い
ま
す
。
実
践
面

で
は
、
２
０
１
２
年
、
研
究
室
で
取
り

組
ん
で
き
た
曽
木
の
滝
・
分
水
路
が
グ

ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞
、
２
０
１
３

年
は
熊
本
駅
周
辺
整
備
事
業
が
国
土
交

通
大
臣
賞
を
す
る
な
ど
、
多
く
の
実
績

を
挙
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
他
大
学
の

学
生
や
社
会
人
の
方
と
の
交
流
も
多
く
、

外
と
の
ツ
ナ
ガ
リ
を
作
る
の
に
う
っ
て

つ
け
の
研
究
室
で
す
。 

研
究
室
の
雰
囲
気
と
し
て
は
、
み
ん

な
で
旅
行
に
出
か
け
た
り
、
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
で
も
と
て
も
仲
が
良
い
研
究
室
で

す
。
少
し
で
も
興
味
が
あ
れ
ば
い
つ
で

も
遊
び
に
来
て
み
て
く
だ
さ
い
！ 

災
害
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
室 

（
藤
見 

俊
夫 

准
教
授
） 

こ
の
研
究
室
で
は
、
災
害
リ
ス
ク
を

適
切
に
管
理
す
る
た
め
の
研
究
を
行
い

ま
す
。
統
計
学
や
経
済
学
を
使
っ
て
、

巨
大
地
震
や
津
波
、
台
風
な
ど
の
自
然

災
害
が
地
域
の
人
々
や
資
産
に
ど
の
て

い
ど
被
害
を
及
ぼ
す
か
を
定
量
的
に
評

価
し
、
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
の
政
策

を
検
討
し
ま
す
。ま
た
そ
れ
以
外
に
も
、

熊
本
の
地
下
水
涵
養
に
関
わ
る
研
究
や

災
害
時
の
節
電
に
関
わ
る
研
究
な
ど
、

幅
広
い
テ
ー
マ
の
研
究
を
行
っ
て
い
ま

す
。 昨

年
の
研
究
室
メ
ン
バ
ー
は
３
名
で

し
た
が
、
今
年
は
７
名
に
人
数
が
増
え

て
、
研
究
室
ゼ
ミ
や
研
究
室
飲
み
会
が

に
ぎ
や
か
に
な
り
ま
し
た
。
み
ん
な
和

気
あ
い
あ
い
と
楽
し
く
充
実
し
た
研
究

生
活
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。 

応
用
海
岸
研
究
室 

（
中
條 

壮
大 

助
教
） 

沿
岸
域
の
波
・
流
れ
・
底
質
輸
送
と

地
形
変
化
お
よ
び
高
潮
、
津
波
、
河
川

氾
濫
な
ど
の
防
災
・
減
災
対
策
な
ど
水

に
関
わ
る
研
究
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

現
実
に
起
こ
っ
て
い
る
現
象
に
関
心
が

あ
り
、
現
地
調
査
や
デ
ー
タ
解
析
に
積

極
的
に
取
り
組
む
意
識
を
持
っ
た
学
生

を
希
望
し
ま
す
。
最
初
は
分
か
ら
な
い

こ
と
ば
か
り
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
多

く
の
こ
と
を
経
験
し
徐
々
に
様
々
な
ス

キ
ル
が
身
に
つ
く
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

応
用
海
岸
研
究
室
で
は
、
月
に
一
度
、

現
地
調
査
と
し
て
海
岸
に
行
っ
て
い
る

の
で
、
海
が
大
好
き
な
学
生
は
大
歓
迎

で
す
。 

研
究
室
で
の
活
動
は
勉
強
や
研
究
ば

か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
研
究
室
で

は
、
夏
は
キ
ャ
ン
プ
、
冬
に
は
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
、
普
段
も
飲
み
会
や
河
川

敷
で
の
ス
ポ
ー
ツ
等
、
み
ん
な
楽
し
く

ア
ク
テ
ィ
ブ
に
活
動
し
て
お
り
ま
す
。 

深部地下環境工学研究室 

（佐藤研究室） 

災害リスクマネジメント研究室 
（藤見研究室） 

応用海岸研究室 
（中條研究室） 

景観デザイン研究室 

（星野研究室） 
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事
務
局
よ
り 

会
費
納
入
の
お
願
い 

蘇
遙
会
は
皆
様
か
ら
納
入
い

た
だ
い
た
会
費
で
情
報
誌
や
名

簿
の
発
行
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

運
営
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

近
年
、
会
費
の
納
入
数
が
減
少

し
て
い
ま
す
。
蘇
遙
会
は
、
卒

業
生
の
皆
様
が
学
科
の
様
子
や

同
窓
生
の
動
向
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
場
で
す
。
情
報
の
発
信

を
続
け
る
た
め
に
、
ま
た
、
在

学
中
の
学
生
の
活
動
を
支
援
す

る
た
め
に
、
皆
様
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

記
事
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
通
り
、
平
成

年
度
か
ら
は

会
費
が
変
更
に
な
り
、
名
簿
の

発
行
も
い
た
し
ま
せ
ん
。 

な
お
、
本
年
度
中
に

-

年
度
会
費
（
５
０
０
０
円
）
を

納
入
い
た
だ
い
た
方
へ
は
平
成

年
発
行
の
蘇
遙
会
会
員
名

簿
誌
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。 

編
集
後
記 

８
月

日
の
台
風

号
は
、

黒
髪
キ
ャ
ン
パ
ス
に
も
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
南

キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
工
学
部
研
究

資
料
館
横
通
路
沿
い
の
木
や
、

工
学
部
１
号
館
裏
の
中
庭
の
木

が
折
れ
ま
し
た
。
９
月
に
は
阿

蘇
山
の
噴
火
が
発
生
し
、
２
ヶ

月
近
く
レ
ベ
ル
３
の
入
山
規
制

が
敷
か
れ
ま
し
た
。
様
々
な
技

術
が
進
歩
し
て
も
、
自
然
災
害

に
抗
う
こ
と
は
難
し
い
と
再
認

識
し
ま
し
た
。 

さ
て
、
例
年
は
冊
子
で
配
布

し
て
お
り
ま
し
た
情
報
誌
を
一

新
し
、
多
く
の
会
員
の
皆
さ
ん

に
配
布
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
重
複
す

る
情
報
も
あ
り
ま
す
が
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
を
お
持
ち
で

な
い
会
員
の
方
や
、
ご
家
族
の

方
に
も
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。
今
後
と
も
内
容

の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
意
見
、

ご
要
望
を
お
寄
せ
願
い
ま
す
。 

〒
８
６
０
‐８
５
５
５ 

熊
本
市
中
央
区
黒
髪
2-

39-

1 
 

熊
本
大
学
工
学
部 

社
会
環
境
工
学
科 

蘇
遙
会 

電 

話 

０
９
６
‐３
４
２
‐
３
５
４
４ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
９
６
‐３
４
２
‐
３
５
０
７ 

 

◆社会環境工学科の現況 
【転出 2015 年 3 月】 
麻植 久史 助教 （京都大学） 

【学生数】 
学部 1 年：72 名 

  2 年：76 名 
  3 年：76 名（うち編入 4 名）  
     卒研未着手：14 名 
  4 年：78 名 
修士 1 年：47 名 
  2 年：40 名 
博士 24 名 

※学生数はＨ27年10月末現在の留学
生、10 月入学予定者、社会人ドクタ
ーを含む。 

◆平成 27 年 3 月学部卒業生進路 

国土交通省、厚生労働省、防衛省、熊本県、大分県、東京都、広島県、福岡県警、熊本市、荒尾市、大田区、鹿

島建設㈱、前田建設工業㈱、若築建設㈱、大成建設㈱、(株)建設技術研究所、九州旅客鉄道㈱、(株)イノス、熊

本大学院自然科学研究科前期課程、名古屋大学大学院工学研究科、野村證券㈱、㈱インテリジェンスホールデ

ィングス 

◆平成 27 年 3 月大学院卒業生進路 

熊本県、佐賀県、宮崎県、熊本市、福岡市、㈱大林組、安藤・ハザマ㈱、鹿島建設㈱、清水建設㈱、大成建設

㈱、㈱奥村組、㈱NIPPO、いであ㈱、応用地質(株)、(株)福山コンサルタント、川田工業㈱、九州建設コンサルタ

ント㈱、国際航業（株）、中央コンサルタンツ㈱、八千代エンジニヤリング㈱、㈱建設技術研究所、一般財団法人 

計量計画研究所、(株)横河ブリッジホールディングス、西日本高速道路㈱、阪神高速技研㈱、能美防災㈱、独立

行政法人都市再生機構、熊本大学院自然科学研究科後期課程、東京大学大学院工学系研究科、海外の大学 

蘇遙会学生部 Facebook 
https://www.facebook.com/gakuseibu.soyoukai 

 

広告募集 
蘇遙会情報誌は来年度より年 2 回の発行となり、登録会員

全員に配布いたします。サイズ、料金は未定ですが、企業、

個人、グループでの広告を受け付けます。詳しくは事務局

へお問い合わせください。 


